






　既存インフラを活かしつつ、天然ガスコージェネレーションを
導入したプラントの整備を進め、温水と冷水のエネルギーネット
ワークを拡張し、エネルギーの面的利用を推進していきます。
　再生可能エネルギー・都市排熱など多様なエネルギーの受け皿
として、エネルギーネットワークを活用し、熱の低炭素化、熱と
電気のトータルエネルギーコストの低減を目指します。

　北海道胆振東部地震に端を発したブラックアウトを機に、安定
供給に対する問題が顕在化しましたが、2021年3月までに対
策を行い、ブラックアウト時においても、都市機能の維持に必要
となる熱と電力を確保する体制を全てのエネルギーセンターに
おいて構築しました。
　災害に強い中圧導管に採用に加え、非常時の避難場所への熱
と電力の供給を確保できるように、エネルギーを融通できる
システムを構築しました。

　情報通信技術（ICT）を活用し、地域全体でエネルギー利用の
最適化を目指します。
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